
埼
玉
県
飯
能
市（
美
杉
台
１
丁
目
か
ら
７
丁
目
ま
で
、

大
字
岩
淵
、
大
字
下
畑
及
び
大
字
大
河
原
の
各
一
部

に
限
る
。）、
川
越
市
（
伊
勢
原
町
１
丁
目
か
ら
５
丁

目
ま
で
及
び
的
場
新
町
の
各
一
部
に
限
る
。）、
吉
川

市
（
き
よ
み
野
１
丁
目
か
ら
５
丁
目
ま
で
の
各
全
域

に
限
る
。）、
坂
戸
市
（
に
っ
さ
い
花
み
ず
木
１
丁
目

か
ら
８
丁
目
ま
で
の
各
全
域
に
限
る
。）

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
（
お
ゆ
み
野
１
丁
目
か
ら
６
丁

目
ま
で
、
お
ゆ
み
野
有
吉
、
お
ゆ
み
野
中
央
１
丁
目

か
ら
９
丁
目
ま
で
及
び
お
ゆ
み
野
南
１
丁
目
か
ら
６

丁
目
ま
で
の
各
全
域
並
び
に
茂
呂
町
及
び
鎌
取
町
の

各
一
部
に
限
る
。）、
千
葉
市
中
央
区
（
南
生
実
の
一

部
に
限
る
。）、
市
原
市
（
ち
は
ら
台
東
１
丁
目
か
ら

９
丁
目
ま
で
、
ち
は
ら
台
南
１
丁
目
か
ら
６
丁
目
ま

で
及
び
ち
は
ら
台
西
１
丁
目
か
ら
６
丁
目
ま
で
の
各

全
域
に
限
る
。）、
四
街
道
市
（
美
し
が
丘
１
丁
目
か

ら
３
丁
目
ま
で
及
び
和
良
比
の
各
一
部
に
限
る
。）、

松
戸
市
（
高
柳
新
田
の
一
部
に
限
る
。）、
柏
市
（
し

い
の
木
台
１
丁
目
か
ら
５
丁
目
ま
で
の
各
一
部
に
限

る
。）、
野
田
市
（
み
ず
き
１
丁
目
か
ら
４
丁
目
ま
で

の
各
全
域
に
限
る
。）

東
京
都
八
王
子
市
（
み
な
み
野
１
丁
目
か
ら
６
丁
目

ま
で
、
西
片
倉
１
丁
目
か
ら
３
丁
目
ま
で
、
兵
衛
１

丁
目
及
び
２
丁
目
並
び
に
七
国
１
丁
目
か
ら
６
丁
目

ま
で
の
各
全
域
並
び
に
片
倉
町
、
小
比
企
町
、
大
船

町
及
び
宇
津
貫
町
の
各
一
部
に
限
る
。）、町
田
市（
広

袴
３
丁
目
及
び
４
丁
目
並
び
に
真
光
寺
１
丁
目
か
ら

３
丁
目
ま
で
の
各
一
部
に
限
る
。）

神
奈
川
県
横
浜
市
青
葉
区
（
奈
良
１
丁
目
か
ら
５
丁

目
ま
で
の
各
全
域
に
限
る
。）、
横
浜
市
緑
区
（
長
津

田
み
な
み
台
１
丁
目
か
ら
７
丁
目
ま
で
の
各
一
部
に

限
る
。）、
伊
勢
原
市
（
大
住
台
１
丁
目
か
ら
３
丁
目

ま
で
の
各
全
域
並
び
に
坪
ノ
内
及
び
善
波
の
各
一
部

に
限
る
。）

株
式
会
社
テ
プ

コ
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ

第
Ｋ
Ｔ
０
２
２
１
e

０
２
２
０
号

平
成
二
十

四
年
十
二

月
十
八
日

福
島
県
東
白
川
郡
棚
倉
町
（
逆
川
地
区
、
天
王
内
地

区
、
上
台
地
区
、
堤
地
区
の
各
全
域
に
限
る
。）、
石

川
郡
浅
川
町
（
大
字
浅
川
、
大
字
東
大
畑
、
大
字
蓑

輪
、
大
字
根
岸
、
大
字
中
里
、
大
字
松
野
入
、
大
字

袖
山
、
大
字
大
草
字
風
口
前
14
番
地
３
号
、
大
字
滝

輪
、
大
字
太
田
輪
及
び
大
字
小
貫
の
各
全
域
に
限

る
。）

東
京
都

第
Ｋ
Ｔ
０
２
３
６
e

０
２
３
４
号

平
成
二
十

四
年
十
一

月
十
二
日

東
京
都
板
橋
区
（
都
営
蓮
根
三
丁
目
ア
パ
ー
ト
１
号

棟
に
限
る
。）

二

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
の
指
定
の
失
効

有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
事
業
者
の
氏

名
又
は
名
称

指
定
番
号

指
定
の
効
力
を
失
っ
た
年
月
日

麒
麟
麦
酒
株
式
会
社

第
Ｋ
Ｔ
０
１
０
０
e

０
１
０
０
号

平
成
二
十
四
年
十
月
十
五
日

宗
教
法
人
阿
弥
陀
寺

第
Ｋ
Ｔ
０
２
０
５
e

０
２
０
４
号

平
成
二
十
四
年
九
月
十
八
日

学
校
法
人
法
政
大
学

第
Ｋ
Ｔ
０
３
２
８
e

０
３
２
４
号

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

三
井
不
動
産
株
式
会
社

第
Ｋ
Ｔ
０
３
３
７
e

０
３
３
３
号

平
成
二
十
四
年
十
月
十
七
日

城
南
建
設
株
式
会
社

神
奈
川
県
相
模
原
市
中
央
区
富
士
見
二
丁
目
八
番
八

号
城
南
建
設
ビ
ル

建
築
大
工

第
三
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日
」
を
「
平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日
」
に
改
め
る
。

平成™œ年˜—月™Ÿ日 月曜日 第�˜œ 号官 報

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
五
号

福
岡
市
博
多
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
者
は
、平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
ま
で
に
、

同
区
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、博
多
区
役
所
又
は
福
岡
法
務
局
に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

福
岡
市
行
町
十
四
番
地

日
ˆ

友
吉

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
六
号

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
住
所
の
変

更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
の
名
称

熊
本
県
社
会
保
険
労
務
士
会

変
更
前
の
住
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
坪
井
六
丁
目
三
十
八
番
十
五
号

変
更
後
の
住
所

熊
本
県
熊
本
市
中
央
区
安
政
町
八
e

十
六
村
瀬
海
運
ビ

ル
七
Ｆ

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
九
日

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
九
日
法
務
省
告
示
第
三
百
八
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

第
二
号
の
表
有
限
会
社
テ
ク
ノ
ム
ゲ
ン
の
項
中
「
栃
木
県
下
都
賀
郡
藤
岡
町
大
字
赤
麻
三
千
二
百
四
十
三
番
地
十
」

を
「
栃
木
県
栃
木
市
藤
岡
町
赤
麻
三
千
二
百
四
十
三
番
地
十
」
に
、
有
限
会
社
ホ
ン
ゴ
ウ
の
項
中
「
栃
木
県
下
都
賀
郡

藤
岡
町
大
字
赤
麻
三
千
二
百
七
十
二
番
地
四
」
を
「
栃
木
県
栃
木
市
藤
岡
町
赤
麻
三
千
二
百
七
十
二
番
地
四
」に
改
め
、

同
表
株
式
会
社
竹
沢
精
機
の
項
、
東
北
甲
陵
株
式
会
社
の
項
、
プ
リ
マ
食
品
株
式
会
社
の
項
、
株
式
会
社
福
原
鋳
物
製

作
所
の
項
及
び
マ
テ
ッ
ク
ス
建
材
株
式
会
社
の
項
を
削
り
、
同
表
三
栄
荷
役
機
械
株
式
会
社
の
項
中
「
東
京
都
台
東
区

東
上
野
二
丁
目
十
八
番
七
号
」
を
「
東
京
都
台
東
区
東
上
野
三
丁
目
三
十
七
番
九
号
」
に
改
め
、
同
表
女
神
イ
ン
キ
工

業
株
式
会
社
の
項
、
株
式
会
社
飯
田
製
作
所
の
項
、
池
田
鉄
工
株
式
会
社
の
項
、
株
式
会
社
窪
治
組
の
項
、
株
式
会
社

大
岸
製
作
所
の
項
か
ら
山
武
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
プ
ロ
ダ
ク
ト
株
式
会
社
の
項
ま
で
、
株
式
会
社
加
藤
製
作
所
及
び
古
林
紙

工
株
式
会
社
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
九
日
法
務
省
告
示
第
四
百
二
十
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一
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